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新規生理活性物質の探索対象としてＳα〃叩/jWo"属のソフトコーラルは、1970

年代から現在まで数多くの研究が行われており、様々なセンブラン型ジテルペ

ン類の存在が確認されている。しかし、Ｓα'Ｍﾌｶyro〃属の種と含有化合物の種類

（ケモタイプ）の相関については不明であったことから、Tnnakaら(2005)が骨片

での種同定における化合物との関連性を調査した。種によってケモタイプが単

一なものもあれば、複雑なものもあり相関の解明には至らなかった。そこで本

研究は、この化学的多様性が果たしてソフトコーラルまたは共生藻の遺伝的多

様性と関連があるのかどうかを検証することを目的とした。

沖縄本島中部の砂辺、水釜、残波の三ヶ所で採集した試料について、まず骨

片等の形態から種の同定を行い､エキスのＮＭＲとＨＰＬＣによる解析からケモタ

イプの特定を行ったところ､Tanakaら(2005)が報告したものと同じsarcophytoxide

などのセンプラン型ジテルペン類を確認した。しかし骨片の形状を正確に判断

するには熟練した専門的知識、経験が必要であるため、汎用性が乏しく、種の

同定については不明瞭な点が多かった。そのため骨片で同定した種と化合物と

の関連性は確認できなかった。そこでMcFaddenらが種分類の指標にしたミトコ

ンドリアｍｓｈｌ遺伝子を単離し、塩基配列を基に系統樹を作成したところ、沖縄

本島沿岸のstJ〃ophyrM属は８つの種から形成されており、得られた化合物を帰

属していくと、ケモタイプはSCJ花・Ｐ/Ｍｏ〃属の種分類に依存していることが確認

できた。さらにSamcOﾉﾌﾉi)伽属に含まれる共生藻（Sy'"bjM""川PP.）の分類のた

めにITS-rDNAを単離して塩基配列による系統樹を作成したところ、ＣｌａｄｅＣの

3つのsubcIade（Ｃｌ、newsubcIadei、newsubcladeii）から成っていることが明ら

かになった。しかし共生藻の種と含有化合物との関連`性は見られなかった。こ

のことから、ジテルペン類はソフトコーラルの種毎に特定のケモタイプによっ

て生合成されていると考えている。


